
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

平成ＺＣ平成ＺＣ平成ＺＣ平成ＺＣ

設備、対象、工程等年度

業務用車２０～２２ 

全支店２０～２２ 

京都支店・福知山支店２０～２２ Ｄ１４００１の認

０８％ －６３ 11300.0 

非ロ■

０８％ 11300.0 －６３％ 】ｈⅢ

増減率（実績）目標年度（計画） 増減率（計画）用途区分 原単位の指標

（吸収1,t）（吸収11t） （躯徽ｆｉ秋）（縦ililr【inM）

（利jllIll （刷械11ｔ（利)111,t） （、城1,t）

（充砒1,t） ｋwｈ （nIa2I,1 （施魅'１t） （則賊lii）

（熱供給111 （HUB21,1 （熱U上船Ⅲ

ＩＩＢ人1１ （nIaAlIl （膿人IIL （llIafll 

二ｓ＝＆（計画） 増減率（計画） 増減率（実績）

1１３０００ －６３％ ０８％ 

注１銭,!iするロには、しｎJをilu入してください。特定11:業行以外の１１:栞行の〃はし印のIiu人は不変です。

２「醗飛41三度」とは計Ijlli期１１uのIwj4IZ度を、「'二I標ｲ'二度」とは計iIlii期lluの岐終４１§皮を、「報《!｢ｲ'二匹」とはi}}IIllij9Ⅱiuのうち、今川報告の対独となるｲﾄﾞ度をいいます。

３「１１F業所等排Ⅱlば分」とは京都府内の11｢業所轆の１F業祈動のためのニネルギーの使Ⅱjに伴い苑｣lZする鯉篭効果ガスを、「輸送il〔ｌｉｌｊ排１１１区分」とはロ動01[迷送1F業打については位)Uの本拠の位殻をJj〔都府内とする､,ｆＭｉｊ
の排M1する温室効来ガスを、鉄逝１F業jffについては保ｲj･する貨物１１〔iili又は旅券Uli:１１Wの排川する氾鑑効果ガスを、「その他排IIIIx分」とは上記以外の〃(都府内におけるＩＦ業所等の１F業祇動に伴い充′kするiu嶺効采ガス
をいいます。

４「原１１t位､!iたりの温室効果ガス排l1IIlt聯」の「jlI途区分」には、○○J:場、１１１F務所などの川途をIiu人してください。「脇〔１１(位の掃橡」には、分ｆのに鹸化灰楽換算」の下に分母となる折標（′,ﾐjNri数Iit、延べ床tIIi
繭、走行iii離等）を紀入してください。

５「その他の地球鰹暖化対策による鰹篭効果ガスのIｻﾘ減１，Ｗ;」のうち「森林の保全及び！i$､i」の「11標ｲﾄﾞ皮（i1l・iIti）」柵には,;ｌＩＩｌｌｉ｣ＩｌＩＩＭ１ｌｉの１１橡の架iilを、「報《Ｉ〆,禺皮（災紋）」欄には尖絞の架ｉｌ,を記入してください。

６「特iiuOllF狐」には、、ﾄﾞ成２ｲ1{皮（１９９０ｲ|：皮）を』駒11とした排Ⅱ11,tの対比や、折エネ製,ＭＩＩ１１発など他ｲfのIlbl串効j1Lガス排lⅡ削減へのjfi畝、グリーン綱途の採川、特定フロンなどの条例桁正外の搬寵効果ガスの､0蛾
などをiiu入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

大阪市中央区北浜東３番９号

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

郵便事業株式会社近畿支社支社長辰巳宏行

事業者の主たる
業種 郵便事業

該当する事業者
要件 騒

匠

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はパス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

原京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～ 平成２３年３月

基本方針

郵便事業株式会社の事業活動に伴って発生する平成２２年度の二酸化炭素排出量を、平成１９年度排出レベルから６．３％削減する。

推進体制 各支店においては、支店長を環境マネジメント責任者とする環境施策推進体制のもと、各年度の環境実施計画を策定して郵便事業株式会社マネジメントシズ
テムにより継続的かつ組織的に環境負荷削減に取り組む。

環境マネジメントシステム名称 郵便:11F業枡§式会社環境マネジメントシステム（lSO14001対応）

適用範囲 京都支店・福知山支店

取得年月日 平成20年８月20日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

２０～２２ 

２０～２２ 

２０～２２ 

設備、対象、工程等

業務用車両

全支店

京都支店・福知山支店

措置内容

エコ安全ドライブの徹底（社内コンテスト等）

省エネ教育プログラムの実施

ＩＳＯ１４００１の認証維持

温室効果
排出量等

ガスの
排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実綴）
(１９）年度

(二磁化』jl鍋換算）

目標年度（計画）

(２２）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二鹸化災桀換算）

増減率
(実績）

12,060.0ｔ 11,300.0ｔ -6.3％ 12,155.9ｔ 0.8％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

＊１ １２，０６０．０ｔ ＊２ 11,300.0ｔ -6.3％ ＊４ １２，１５５．９ｔ 0.8％ 

平成２２年夏期の猛暑及び平成２２年７月以降の事業統合により、電気、燃料便用量の増加を抑えることが厳しかった。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

％ ％ 

％ ％ 

％ ％ 

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

収劇UIt等 (二酸化災索換算）

($l藍01ｍ秋） hａ (吸収Iik） ｔ 

(利ｊ１ｌ妖） Iｎ８ (､0波1k） ｔ 

(施魅lit） kwｈ (剛 （） ｔ 

(熱供給 GＪ (nM波１ 上） ｔ 

(購入ﾊﾋ） kwｈ (削波Iit） ｔ 

(購入１０t） ｔ (ﾛﾘ城lﾊ） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）

取釦1ｋ零 (二峻化災楽換算）

(鞭備iYii積） hａ (吸収 ｔ 

(利川lilt） Iｎ８ (､！波１１t） ｔ 

(鬼肛11t） kwｈ (､Ｉ城10t） ｔ 

(lW1(j上給１１t） GＪ (､Ｉ波１，t） ｔ 

(購入1it） kwｈ (Ｈｌ減 ｔ 

(雌人M(） ｔ (１１ﾘ波10t） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排111合冊トーｎＩ滅等合計）

基準年度（実績）

＊１ 12,060.0ｔ 

目標年度（計画）

(蛇)-(･3）１１，３００．０ｔ

増減率（計画）

-6.3％ 

報告年度（実績）

(な｡)-(*5） １２，１５５．９ｔ 

増減率（実績）

0.8％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項


